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についても準備し度いと思ふ。且つ信頼すべき記錬を得るためには猷測J主導線の選定、鉱i!lC接置

む電気的性能の同一性、 言E録機C整備が特に重要であるととを体験した。以上で簡翠な報告とす

る天気図、その他の点で併援助下さク7ヒ名古屋管区気象台長伊藤同士、色A'l'拝指準御助力下さっ

た東山実験宅及び昼1JJfの諸氏に感謝の意を跨げて主告をたく。
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空 電研究所の研究 事 項

金 原 占
，
T

-uyt--

生活研究所は、 2都立とか太陽雑音等の椋に主として自然界に源を有すと雑音電波C性質を研究

して本質を如上その研究成果~~m して一方、Cは無紛通信に対する益電妨害を軽減し、 所謂デ

リンジャー現象、磁気嵐の様な異常現象に対する予報を可能とらしめると共に、他方気象現象と

の関係を鮮しく研究して祭象学研究の有力主主手段を提供し、在来肉離を極めてゐた天気予報、暴

風雨警報、気象解析等K新分野を開拓しゃうと云ふととをI二|標としてゐる。つまり自然雑音C本

質探求と無線通信、気象方面への@¥JIJと云ふ二本立、Cあるが、更に進んで天文学、地球物理学方

耐jの研究にも次第に連絡をつけて行かうと考へてゐる。定1，設以来6.m:門安:成の予定になってゐる

が、色々の事情、C充実が遅れてゐる。現在各研究室f行ってゐる研究の概要は次vji!iり‘ぐある。

1. 計嗣、間洲、整理

金防{ 時錬川11'夫 大津;イて助

大量品前日10 ~に亙る第二院ZZ電研究によって 、 その波形は究世源の放這機構と途中の体措情況

によって決るが、瓦4なに輩聞は近くの熱'J~が多い震~I'C述方のものは主として遮蔽作用、並に屯離

)吾の以必!係数0..; ， 1、なる慌に到達しないから 、 火体放電後憾によるとと、及、 先駆放電、 主古i~t!: 、

':l~llll 放電、多軍政電、積乱雲等より発する袋屯の波形を知るととが出来た。叉夏以外の夜1111には

一般には近くの9;電源がない乙と及び電離婿の反射係数が大なる第に主として遠方源のものが到

i主し、結って波形も停橋情況に依存する乙との多いととが解った。ブラウン管式答電方位測定機

及廻縛怜型宗中級式広電方ió:測定慢による旧日本内外地南洋諸地域による観測によって 、 ~r~雨、
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積liL富はその地点が長冠源となる乙と町駅映であるが岐風は本土へ近くに従って中心の東南部、

冬期 日本海を沼過する謎風、満別の黄砂、イ手先の砂庫、吹雪 、 京ー冷厳錦、 家雨:戎~ 1j}.~問成、 雨又は

前総k f'l:ふ低気圧等仏、!~電

源となることも知られたっ

n今n王手E来より も性能

の f~':jい測定機が、次々と製

作されて*1;この官、ζ;(lを

)jjひて、え電の波形及ブ~hl:

Vl~J乞をーj副iE衝に行ひ、 こ

れによってλ穣な気象現象

む祈勤してゐる点を出来る

だけ桁制に決定し、政}fb分

析によ る解沢と相使って、

軍寄託{滋;民主手rl'~K見た気象現 ~1l\'方位以.11定 7 イル ム投射用幻鰐装置

象の性質を明かにする ζ とを目標として進み、結果の利用し得るものから発展させて、天気予報

ベヤ暴ltrf.君報等を狂速i直確にするための負料を提供する仕事も行ってゐる。;瓦の笠竜観測による

'd~放電機憐の研究及企移劃桜綜守報の研究、民主、の鱗土告の研究及会移重1桜様子報の研究 、 吹雪に

よる25電の研究噂は円下計画し実施しつ Lあとius題、Cあって、急電による市以電や、総風等の研

枠型アン テナ

究はffi..... iさ}jから比核的容易に沢山の確実な資

料乞 へ手し得る点に於て、此日相当発展させ度

いと思点、。 cれが充分遣}達すれば.JC利用面に

於ては毎年繰返されるV{ l fW極右風や'~1 ;.1えによる

損害が著し く経滅される乙とは云ふ迄もない。

'at維持の研究は在来短波によって行はれてゐ

7この.U、El骨の下部、 D.t千心性質等は短波Jコ吸

牧から間接にAとめられてゐナニカ宮、!f.屯は数kl・/ヨ

))1.と被から数 10:)¥1'/刊の旬以:帯j主連，続的t乙分布

してゐるのε、受信機さへあれば現，jE使はれて

ゐない任意の長波を受ける乙とも1111来る。それ

古色 な々1m波数Jコki皮'111皮J)DJ母に於ける屈折

やI汲'1女k間以11する乙とによって1)1斉生直接研究

する溢が開かれたわけ C.所講今竜のスペクト

ノレ的研究になるが此の方'商はデリンジャー現象

発生の折のぷ脇雑音や一般電離I骨観洲ブJ商と連

絡して研究して行き度いと思ふ。
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2. &~定 観 測装置

紫弁 京 イ)1'd長官之助 江淵忠雄

上記第二IPl然電研究時代ILiliった方的測定機や波形測定機は終載の混乱時l亡破壊叉は盗難I"C~控

ってしまったJye_新たな棋惣の下に全部ii!i:り直す乙と Lし、総電話日直ちに着手したものD、人

民及経費の不足陀よ永りらく進行を妨げられてゐたの Cあるが、研究所創設準備時代から、次第

に聞けて来て、文部省の科学研究費や米割安軍領象陵‘ 電通省、電波哲2理委員会、放逸協会、中

部配寛、トヨグ電装工.場等~lf;lJ商から直接間接の肱援を受けて次第に進んで来た。方針とし℃ 、

観測装置だけはよい部品と、よい設計と、よい製造工程によって浩り、常l乞現在に於ける世界の

一流レベルを目指すことにした。従って外見は兎に角と して性能だけは充分自信を持ち得るもの

となった。 人員と経費が潤iJfeないが日夜IiJJ断なく仕事に従事して今日迄に仕上げたものは、プ

ラウン管式答電方位測定機第一号(固定用〉、第二号・ (f~搬用). 2さ屯波形観測装置、 7K4"垂直r!hj

成分芸電波形企時観測装置等である。

との内、始めのごつの方位測定機は2つの斗衡した遮縦枠型空中線に各}jljI'L受信後五f附したも

のであるが、受信周波数 日!び・/君主f中心として向調的棋が完全に一致してゐるりみならす‘康範囲

に直繰性を有してゐるの‘C乙れによって得られた空軍の到達方向は尖鋭な直線と して、jjイtL測定

では 10 以内の精度を確保し得るi也、 7J(iF'分ゴJの僑に楕円形になる時はその減巾電波の一俊宛が

明瞭に撮影されるのーε、体描上の諸問題解決の手掛り を作るととも出来る、開度変調の点、写真
感度の点、方IY:精度の点、安定な点に於て、今の処欧米一抗のレベルにあるもの・0ある。

~定方位百\Il'æ*且立中の模様

水不-理直耐成分Z芸屯波形全

時間iJill装置は、近い星電源

に対しては以電機構を、i主

ブiの~電源に対しては偽~t需

機併を分析する上に必要な

点、から、当研ヲt険む始めて

湾案し試作したもので、上

記方位測定設と同時使用に

よって、1!J..電機構や停矯H日

!留の彬究l乙利用される。波

形印刷装置も波形走づ|の早

さを可変:亡したるとと、i皮

形に時刻をがlむこと、外部維fをによる似i軒高f除去する専の諸点l乙改良が施してあるが.米1e.パラ

ッ クセ ッ ト 、Cあるむーε 、 乙れから組1-.げ る予定である。 これ等は基本~J"J な1Vf先及限内jの端緒を聞

くに用ひる雲寺に研究所と して考'へてゐる諸設備の一部Cあって、初jへば枠盟~中級では日出日浪

現象及夜間談ぎ:及傍怖の問題があるの ε、現象そのものの研賓の詩にもl医用の上にも、不充分で

ある。 長波領峻でアドコツグ 25中綿類似の!京.f~~乙恭く 234中線ブJ式k考案 し 、 とれと枠型安中綿と
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(llijJjを全}場所に設備して親iJiljし、結果を比唆して研究するcとが、分;電体掃の研究上叉その利

得jaib:7c霞 J弘:"C、欧側、eも

問団にされてゐるが.当所

'Cも考究し℃ゐるc的悶 ε

iま12.5k，λのl-U!主から1t¥jH!

短が;lζ至る次ケり周波叙情

Cの;?電強度を印刷し、所

詰~~屯のスペ y トル rl;Jな研

究tr:1 jって、デリン ジl'一

現象の降、の1)'Ifの訂細な研

究た行つ℃ゐQo当研究所

'Cも此の点には早くから興

卒業研究に従帯する学生 ・ 味は有してゐfこが、数f?の

Jl.:.信機を独立に1~lìへて蓮縛することは人員や経費の点C附難 Cあるか九 、 会じ結果k別な方向か

t)求め様として考案 してゐる。 舷用面 ε も極右風、 ~J~雨等の移動をーケ所、ε求め得るレ ーダーが許

111されない今日CはJ又たとへ許可されても300klll以上述方になるとレーダーは使へないから数

ケ所の離れた観測j所の観測結よ~を税局 ε一貫し得る乙とが必要である。 それには途方の観iJ{IJffI'、e

得たインパルスを別な電波に拡せて親局に返り、各局のi則定結果を親局のブラウン管上に指示さ

せればよいわけ‘C，乙の様なととも考へてゐる。
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到j性、エ ラプシヨンの階級等に依存して著しく変化するの‘C、とれ等現象の研究lと有JJな手段とな

・・・・・・・珂_. ・a・・・，.._.・w・_.. ・・・・・・・・.... 晶-...... 厄司両面.句・M -.・・・

ると共に、jillf;:;商でも所調

デリンジャー現政と密接に

~係してゐるので、天文学

上遁(J工学上陸めて主要

なものとなり、 上記異常現

象。予報I'Lも佼立て様とし

て、此の方面の研究がi1;訴

を弘して来た。けれども Jll

波は1j1度拡強いが木陽面の

比較的表J任官官わら出てゐる

ので、皆自治虫中'Cも可成よ

Cw波領域に於ける太陽事経費観測装置:こ関する落司王実施 く観測されるのに対し、rlll

波では実質的な蝕1tと一致した減少が認め られ、叉エラプシヨンの場合も ('Jll波はよ くとれと一

致 してI曾滅するのに川波では数分遅れる乙と等が認められてゐるの'C、 rl1l波による受信が荷ま

しい。 只、 ('I\\ ~皮は:受信技術が高級な 1-，セッ ト の|λi部雑音が人よきく、とれを太陽雑音と識別する

ととがむつかし く 、 との点C一般に使はれてゐないが、 ピー ムの鋭い点、現象の本質~把む点等

幾多の利点を有するので、研党所とし℃はとり困難に立向ふ決意を!川め、導波管変調法、低雑音

上曾巾器、スリットZ左中線、関係立体諸問路、企測定法等について研究を進めてゐたが，R;中級以

外の諾部分は此の程大休見透しが附いて*1と。
4， ~芸軍 の 物理

上野栄雌山崎注犬

近離距務1の~電波形の解訳に対しては人;気 ιI~の1ik電機材年との度速に於て研究を進め るととがた

切であるから、高速度及低速l:fiil縛カメ ラによって落訂及雲間般電の光学的解析を行ひ.叉空中

イオン 、 尖端敏電電流、 昼 ~IJ線大地電流、地表面の電位傾度、地電流等の観測によ って 、 大気の

導電率や'J，'r:m電荷の変劃，等を知るととが、必要で、ある。

とれ等に対しても信11設以来準備を進め京京芝浦軍主義や点京λ学地球物虚空手数宅、静岡大学工学部

勾rの勝援を受けてゐ?とが、先般の火事で全部左前失したの C，只今は復旧に努力してゐる。

本邦に於げるさき電研究の沿革

八
瓦手 民( 1草

1927年 (11自和2年)10)1ワシントンに国際無線件学委日会 (UJ】ionRadio 的・icntifirrucIntcr・


